
エ
ミ
リ
ー
・
ケ
ン
ピ
ン
=
シ
ュ
ピ
ー
リ
と
世
紀
末

チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
女
性
問
題

│
│

女
性
の
権
利(

F
ra
u
e
nrec

ht)

紙
か
ら
│
│

屋

敷

二

郎

一

は
じ
め
に

二

ケ
ン
ピ
ン
と
一
九
世
紀
末
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
先
駆
性

三

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

女
性
の
権
利

四

お
わ
り
に一

は
じ
め
に

二
〇
〇
八
年
一
月
二
二
日
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
の
講
堂
は
定
刻
を
待
た
ず
満
員
と
な
っ
て
、
あ
ふ
れ
た
参
加
者
は
同
時
中
継
が
用

意
さ
れ
た
別
室
に
案
内
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
エ
ミ
リ
ー
・
ケ
ン
ピ
ン
=
シ
ュ
ピ
ー
リ
の

遅
れ
ば
せ
の
顕
彰
式
典
（Sp

a
¨
te

E
h
r
u
n
g

）

が
催
さ
れ
、
大
学
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
地
元
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
市
民
と
り
わ
け
女
性
が
参
集
し
た
の
で
あ
る
。
伝
記
小
説

W
äc
hsflü

g
elfra

u

（
一
九
九
一
年
）
の
成
功
に
よ
っ
て
ケ
ン
ピ
ン
を
現
代
に
甦
ら
せ
た
女
性
作
家
エ
ヴ
ェ
リ
ン
・
ハ
ス
ラ
ー
の

姿
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
は
、
集
ま
っ
た
地
元
マ
ス
コ
ミ
各
社
に
よ
っ
て
、
翌
日
の
朝
刊
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
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た
。式

典
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
吹
き
抜
け
の
広
間
で
行
わ
れ
た
、
ピ
ピ
ロ
ッ
テ
ィ
・
リ
ス
ト
制
作
に
よ
る
寝
椅
子
（C

h
aiselo

n
g
u
e

）

の
除
幕
式
で
あ
る
。
リ
ス
ト
本
人
と
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
学
長
の
手
で
赤
紫
色
の
覆
い
布
が
取
り
除
か
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
銀
糸
で
刺

繡
が
施
さ
れ
た
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
の
寝
椅
子
が
現
れ
た
。
こ
の
巨
大
な
寝
椅
子
は
長
さ
四

m
、
幅
二

m
、
座
面
の
高
さ
八
〇
㎝
で
、

柵
な
ど
は
全
く
設
け
ら
れ
ず
、
広
間
を
訪
れ
た
人
は
誰
で
あ
れ
自
由
に
よ
じ
の
ぼ
っ
て

休
息
し
、
瞑
想
し
、
夢
想
す
る
た
め
に

座
っ
た
り
横
に
な
っ
た
り
で
き
る
。
こ
の
寝
椅
子
は
、
現
代
を
生
き
る
我
々
に
、
い
ま
ケ
ン
ピ
ン
の
偉
業
の
上
に
安
ら
い
で
い
る
こ

と
、
こ
れ
か
ら
ケ
ン
ピ
ン
の
偉
業
の
上
に
立
っ
て
進
む
べ
き
こ
と
を
、
体
感
を
通
じ
て
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
。

寝
椅
子
に
の
ぼ
る
踏
み
台
も
兼
ね
た
ス
ツ
ー
ル
に
は
、
敬
意
と
誇
り
と
共
感
と
反
省
と
決
意
の
こ
も
っ
た
言
葉
が
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
、
銀
糸
で
こ
う
刺
繡
さ
れ
て
い
る
。

法
学
博
士
エ
ミ
リ
ー
・
ケ
ン
ピ
ン
=
シ
ュ
ピ
ー
リ

一
八
五
三
│
一
九
〇
一
年

法
学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
最
初
の
ス
イ
ス
女
性
。

チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
で
最
初
の
女
性
私
講
師
。

生
涯
を
通
じ
て
女
性
弁
護
士
と
な
る
べ
く
闘
っ
た
。

ど
う
ぞ
靴
を
脱
い
で
！

定
員
は
一
〇
名
。

本
稿
は
、
世
紀
末
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
お
け
る
婦
人
問
題
の
状
況
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
エ
ミ
リ
ー
・
ケ
ン
ピ
ン
が
自
ら
主
筆
と
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な
っ
て
一
八
九
二
年
一
二
月
二
五
日
か
ら
一
八
九
三
年
一
二
月
一
〇
日
ま
で
一
年
間
に
わ
た
っ
て
隔
週
で
発
行
し
た

女
性
の
権
利

（Fra
u
e
n
rec

ht

）

一
～
二
六
号
を
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

こ
の
時
期
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
帰
還
し
た
ケ
ン
ピ
ン
が
ベ
ル
リ
ン
に
移
住
す
る
ま
で
の
間
、
弁
護
士
資
格
の
取
得
を
め
ざ
し

た
請
願
こ
そ
僅
差
で
否
決
さ
れ
つ
つ
も
、
教
授
資
格
を
取
得
し
て
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
で
私
講
師
を
務
め
、
全
ド
イ
ツ
女
性
協
会
（

A

D
F）
の
依
頼
で
現
行
法
お
よ
び

B
G
B

草
案
に
お
け
る
女
性
の
地
位
の
解
説
書
を
刊
行
し
、
さ
ら
に

女
性
の
権
利
保
護
協
会

を
設
立
し
た
時
期
に
相
当
し
、
い
わ
ば
ケ
ン
ピ
ン
の
活
動
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
直
前
の
時
期
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
中
心
を
担
っ
た
の
は
、
議
論
の
余
地
な
く
プ
ロ
イ
セ
ン
と
そ
の

首
都
ベ
ル
リ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、

中
心

が
常
に
先
導
的
役
割
を
担
う

発
信
地

な
い
し

牽
引
者

で
あ
る
か
と
い
う
と
、

全
く
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
こ
と

女
性
と
法

を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
端
々
に
関
し
て
、
こ
の
時
期
、
ベ
ル
リ
ン
そ
の
他
の
地
域
で

交
わ
さ
れ
る
議
論
を
先
取
り
し
て
い
た
場
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
地
の
立
役
者
こ
そ
、
エ
ミ
リ

ー
・
ケ
ン
ピ
ン
で
あ
っ
た
。

ケ
ン
ピ
ン
が
創
刊
し
主
筆
を
務
め
た

女
性
の
権
利

は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に

お
い
て
は
、
ま
ず
チ
ュ
ー
リ
ヒ
が
い
か
な
る
意
味
で
ド
イ
ツ
語
圏
を
先
導
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
際
に
ケ
ン
ピ
ン
が
ど
ん
な
役
割
を

果
た
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
叙
述
し
た
上
で
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

女
性
の
権
利

を
分
析
し
、
世
紀
末
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の

女
性

と
法

を
め
ぐ
る
問
題
状
況
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二

ケ
ン
ピ
ン
と
一
九
世
紀
末
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
先
駆
性

ド
イ
ツ
民
法
典
（

B
G
B）
の
公
布
（
一
八
九
六
年
七
月
）
は
、
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
私
法
学
を
主
導
し
た
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
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学
の
精
華
と
し
て
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
注
目
・
称
賛
を
集
め
、
か
つ
批
判
の
対
象
と
も
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
ド
イ
ツ
国
内

に
と
ど
ま
ら
ず
ド
イ
ツ
語
圏
の
女
性
運
動
史
全
体
に
と
っ
て
一
つ
の
画
期
を
な
す
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。

一
般
に
、
そ
れ
以
前
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
女
性
運
動
に
お
い
て
は
、
相
互
の
啓
発
運
動
や
為
政
者
へ
の
陳
情
な
ど
が
主
流
を
な
し
て

い
た
。
し
か
し
、
一
八
八
八
年
の
草
案
公
表
以
後
の
議
論
の
過
程
に
お
い
て
、
例
え
ば
編
纂
委
員
ル
ド
ル
フ
・
ゾ
ー
ム
が
帝
国
議
会

の
審
議
で

ご
婦
人
方
で
も
わ
れ
わ
れ
の
草
案
を
ご
理
解
な
さ
っ
て
い
る

と
揶
揄
し
た
よ
う
に
、
女
性
運
動
の
草
案
批
判
は
真
剣

に
顧
慮
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
女
性
運
動
の
内
部
で
は
マ
リ
ー
・
ラ
シ
ュ
ケ
や
ア
ニ
ー
タ
・
ア
ウ
ク

ス
プ
ル
ク
な
ど
急
進
派
と
呼
ば
れ
る
女
性
運
動
家
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
運
動
家
た
ち
が
台
頭
し
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
運

動
家
は
し
ば
し
ば
、

男
性
の
法
律
家
に
頼
ら
な
く
て
も
済
む
よ
う
に

（
ア
ウ
ク
ス
プ
ル
ク
）
自
ら
法
学
部
で
学
ん
で
法
学
識
を
修
得

し
、
さ
ら
に
男
性
に
よ
る
起
草
者
・
立
法
者
の
独
占
状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
、
婦
人
参
政
権
運
動
へ
と
突
き
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

B
G
B

の
公
布
は
、
女
性
が
法
律
家
や
能
動
市
民
と
し
て
法
生
活
の

主
体

と
な
る
べ
き
こ
と
の
自
覚
を
広
範

か
つ
一
気
に
普
及
せ
し
め
た
と
い
う
意
味
で
、
法
学
界
の
み
な
ら
ず
女
性
運
動
に
と
っ
て
も
大
き
な
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た

）
。

し
か
し
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
圧
倒
的
な
存
在
感
と
影
響
力
か
ら
、
し
ば
し
ば
見
失
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ

語
圏
は
現
在
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
属
す
る
領
域
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
訳
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
ド
イ
ツ
が
常
に
ド
イ
ツ
語
圏

を
主
導
し
て
い
る
訳
で
も
な
い

）
。
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、

女
性
と
法

を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
先

導
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ス
イ
ス
で
あ
る

）
。
と
り
わ
け
、
世
紀
末
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
は
、
議
論
と

実
践
に
お
い
て
ド
イ
ツ
に
先
駆
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
立
役
者
こ
そ
が
、
エ
ミ
リ
ー
・
ケ
ン
ピ
ン
=
シ
ュ
ピ
ー
リ
で
あ
る
。

ケ
ン
ピ
ン
は
、

B
G
B

公
布
ど
こ
ろ
か
第
一
草
案
公
表
に
す
ら
先
立
つ
一
八
八
七
年
に
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
で
法
学
博
士
の
学
位

を
取
得
し
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
当
時
す
で
に
複
数
の
女
性
弁
護
士
が
誕
生
し
て
い
た
が

）
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
女
性
が

法
律

家

と
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
が
最
初
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
ケ
ン
ピ
ン
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
法
学
国
家
学
部
で
最
初
の
女
子
聴
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講
生
（
一
八
八
三
年
）、
さ
ら
に
最
初
の
女
子
学
生
（
一
八
八
五
年
）
と
し
て
、
同
学
部
に
門
戸
を
開
か
せ
た
当
の
本
人
で
あ
る
。
挙

句
に
は
教
授
資
格
さ
え
も
取
得
（
一
八
九
一
年
）
し
、
受
講
生
不
足
に
悩
ん
で
一
八
九
五
年
に
教
授
職
へ
の
挑
戦
を
断
念
し
た
と
は

い
え
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
の
教
壇
に
立
っ
た
最
初
の
女
性
教
員
と
も
な
っ
た

）
。
一
八
九
〇
年
代
と
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
ま
だ
女
性

が
法
学
部
に
入
学
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る

）
。

ま
た
ケ
ン
ピ
ン
は
、
女
性
運
動
の
た
め
の
道
具
と
し
て
法
学
を
学
ん
だ
多
く
の
女
性
運
動
家
た
ち
と
は
違
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
生

計
を
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
法
学
を
学
ん
だ

）
。
そ
の
結
果
、
自
身
は
弁
護
士
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ケ

ン
ピ
ン
の
挑
戦
が
契
機
と
な
っ
て
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
は
（
ド
イ
ツ
諸
邦
に
先
立
っ
て
）
一
八
九
九
年
に
弁
護
士
職
が
女
性
に
開
か
れ
、

そ
れ
に
伴
っ
て
法
学
部
入
学
資
格
が
女
性
に
も
正
式
に
拡
大
さ
れ
た
（
個
別
措
置
と
し
て
は
一
八
八
五
年
の
ケ
ン
ピ
ン
以
後
、
し
ば
し
ば

認
め
ら
れ
て
い
た
）。
し
か
も
、
そ
の
議
論
は
す
で
に
一
八
八
六
年
に
始
ま
っ
て
お
り
、
一
八
九
一
年
に
法
改
正
を
求
め
る
ケ
ン
ピ
ン

の
請
願
が
否
決
さ
れ
た
際
に
は
、
実
に
八
三
対
六
五
の
僅
差
に
迫
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
は
む
し
ろ
ド

イ
ツ
語
圏
を
主
導
す
る
位
置
に
あ
っ
た
。

ケ
ン
ピ
ン
が

法
律
家

と
し
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
婦
人
問
題
へ
の
関
心
は
心
底
か
ら
の
も

の
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
限
り
で
女
性
運
動
と
共
同
歩
調
を
取
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
に
も
一
歩
先
ん
じ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
マ
リ
ー
・
シ
ュ
ト
リ
ト
が
一
八
九
四
年
に
ド
レ
ス
デ
ン
で
設
立
し
た

女
性
の
権
利
保
護
協
会

は
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
各

地
に
設
立
さ
れ
た
同
種
の
協
会
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が

）
、
そ
の
前
年
に
、
ケ
ン
ピ
ン
が
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で

女
性
の

権
利
保
護
協
会

を
設
立
し
て
い
た
こ
と
は
、
現
在
で
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る

）
。

さ
ら
に
、
根
本
的
な
姿
勢
の
違
い
が
災
い
し
て
最
終
的
に
袂
を
分
か
つ
こ
と
に
な
る
が
、

B
G
B

夫
婦
財
産
法
草
案
を
め
ぐ
る
激

し
い
議
論
で
は
、
当
初
ケ
ン
ピ
ン
が
女
性
運
動
の
拠
点
で
あ
る
全
ド
イ
ツ
女
性
協
会
（

A
D
F））

か
ら
教
え
を
請
わ
れ
る
立
場
に
あ

っ
た
。
現
に
ケ
ン
ピ
ン
は
、
ス
イ
ス
女
性
と
し
て
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
あ
り
な
が
ら
、

A
D
F

の
依
頼
で

ド
イ
ツ
の
現
行
法
規
定
お
よ
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び
民
法
典
草
案
に
お
け
る
女
性
の
地
位

（
一
八
九
二
年
）
を
執
筆
し
て
い
る
。

ギ
ー
ル
ケ
な
ど
の
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
や
、
メ
ン
ガ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
主
義
者
が
講
壇
で
論
陣
を
張
る
な
か
、

A
D
F

は
数
少

な
い
男
性
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ベ
ル
が
率
い
る
社
会
民
主
党
の
支
援
に
よ
っ
て

B
G
B

草
案
審
議
に
影
響
を
及

ぼ
そ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
、
帝
国
議
会
内
で
政
党
と
し
て
の
発
言
力
が
決
し
て
大
き
く
な
い
上
に
、
党
の
大
勢
と
し
て

婦
人
問

題
よ
り
も
階
級
問
題

）

と
い
う
方
針
が
採
ら
れ
、
し
か
も
部
分
的
修
正
で
は
な
く
原
理
的
革
新
に
こ
だ
わ
る
姿
勢
の
ゆ
え
に
、
社
会

民
主
党
は
、
夫
婦
財
産
法
の
審
議
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
何
の
成
果
も
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
と
対
照
的
な
の
が
、
ベ
ル
リ
ン
移
住
の
後
、
大
企
業
家
を
支
持
基
盤
と
す
る
保
守
政
党
（
ド
イ
ツ
帝
国
党
）
と
組
ん
だ
ケ
ン

ピ
ン
で
あ
っ
て

）
、
名
よ
り
実
を
取
る
姿
勢
が
幸
い
し
、
断
片
的
な
が
ら
も
職
業
婦
人
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ

B
G
B

草
案
数

箇
条
の
修
正
を
実
現
し
た
。
そ
の
果
実
を
享
受
し
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ド
イ
ツ
の
職
業
婦
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

B
G
B

公
布
の
後
、
ケ
ン
ピ
ン
は
い
ま
や
施
行
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た

B
G
B

規
定
を
所
与
の
前
提
と
し
、
例
え
ば

法
の
日

読
要
覧

（
一
八
九
七
年
）
の
よ
う
な
一
般
向
け
手
引
書
の
執
筆
を
通
じ
て
、
女
性
の
権
利
保
障
・
地
位
向
上
に
つ
な
が
る
法
知
識
の

普
及
に
努
め
た
。
実
際
、
成
人
女
性
に
完
全
な
行
為
能
力
を
認
め
る
な
ど
、
女
性
の
地
位
に
関
し
て

B
G
B

が
原
理
的
転
換
を
も
た

ら
し
た
こ
と
は
否
め
な
い

）
。
こ
う
し
た
職
業
法
律
家
と
し
て
は
当
然
と
い
え
る
姿
勢
の
ゆ
え
に
、
ケ
ン
ピ
ン
は
一
九
〇
一
年
に
四
八

歳
の
若
さ
で
没
す
る
ま
で
、

裏
切
り
者
の
ス
イ
ス
女

と
の
誹
謗
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
女
性
運
動
家
た
ち
が
方
針
を
転

換
し
、
ケ
ン
ピ
ン
と
同
様
に

女
性
の
権
利
保
護
協
会

を
拠
点
と
し
て
法
知
識
の
普
及
に
努
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
実
に
一
世

代
後
の
こ
と
で
あ
る

）
。
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三

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

女
性
の
権
利

⑴

構
成
要
素

女
性
の
権
利

一
～
二
六
号
は
、
一
九
号

）
を
例
外
と
し
て
、
一
面
の
み
で
構
成
さ
れ
る
。
紙
面
サ
イ
ズ
は

A
二
全
紙
で
あ
り
、

基
本
的
に
縦
四
本
の
カ
ラ
ム
だ
け
が
設
け
ら
れ
て
い
る

）
。

内
容
的
な
構
成
要
素
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

①

記
事

大
活
字
・
太
字
の
タ
イ
ト
ル
付
。
個
々
の
記
事
の
間
に
区
切
り
線
が
あ
る
。
毎
号
二
～
六
件
（
平
均
三
・
六
件
）

が
掲
載
さ
れ
、
紙
面
の
大
部
分
を
占
め
る

）
。

②

短
信

太
字
の
タ
イ
ト
ル
付
。
個
々
の
短
信
の
間
に
区
切
り
線
は
な
い
。
二
六
号
の
う
ち
計
一
〇
号
に
掲
載
さ
れ
る
。
一

～
一
〇
号
で
は
（
八
号
を
除
き
）
毎
号
二
～
七
件
（
平
均
三
・
八
件
）
が
掲
載
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
一
一
～
二
六
号
で
は

一
件
ま
た
は
掲
載
な
し
（
計
八
件
）
と
、
顕
著
な
変
化
を
み
せ
て
い
る
。

③

書
評

太
字
でLitterarisc

h
es

（
一
六
号
以
降
はLitteratu

r

）と
の
見
出
し
。
個
々
の
文
献
の
間
は
＊
＊
＊
で
区
切
ら
れ

る
。
全
二
六
号
の
う
ち
計
一
二
号
に
掲
載
さ
れ
、
各
一
～
三
件
（
平
均
一
・
五
件
）
の
文
献
が
紹
介
さ
れ
る
。

④

雑
報

太
字
でK

lein
e
N
otize

n

と
の
見
出
し
。
個
々
の
メ
モ
の
間
は
段
落
冒
頭
の
│
（
ダ
ッ
シ
ュ
）
で
区
切
ら
れ
る
。

全
二
六
号
の
う
ち
計
二
一
号
に
掲
載
さ
れ
、
件
数
は
各
一
～
一
四
件
（
平
均
四
・
五
件
）
と
号
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
す

る
。
一
五
～
二
六
号
で
は
（
二
六
号
を
除
き
）
各
四
件
以
下
と
や
や
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

⑤

論
壇

太
字
でS

prec
hsaal

と
の
見
出
し

）
。
一
～
七
号
で
は
（
四
号
を
除
き
）
毎
号
に
一
件
ず
つ
掲
載
さ
れ
た
の
に
対
し

て
、
八
号
以
降
に
は
全
く
存
在
し
な
い
。

⑥

編
集
室

太
字
でB

riefk
aste

n

）

と
の
見
出
し
。
五
号
以
前
お
よ
び
一
八
号
以
後
に
は
掲
載
が
な
く
、
六
～
一
七
号
の
う
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ち
計
六
号
に
各
一
～
二
件
（
計
九
件
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が

女
性
の
権
利

の
構
成
要
素
で
あ
る
。
広
告
の
類
は
な
い
。
創
刊
号
に
は
創
刊
の
辞
と
し
て

わ
れ
わ
れ
の
綱
領

（U
n
ser

P
ro

g
ra

m
m

）

が
掲
げ
ら
れ
、
二
六
号
に
も
発
行
形
態
の
変
更
を
告
げ
る

読
者
へ
の
お
知
ら
せ
（A

n
zeig

e
a
n
u
n
sere

L
eser

）

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
性
質
上
一
回
性
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
構
成
要
素
か
ら
は
除
外
し
た
。

こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

女
性
の
権
利

は
紙
面
の
大
部
分
を
三
件
前
後
の
記
事
が
占
め
、
残
り
の
部
分
を
短
信
・
書

評
・
雑
報
な
ど
が
占
め
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
書
評
が
全
体
を
通
じ
て
比
較
的
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
掲
載
さ
れ
た

の
に
対
し
て
、
当
初
は
か
な
り
存
在
感
の
あ
っ
た
短
信
は
一
一
号
か
ら
埋
め
草
の
よ
う
に
扱
い
が
小
さ
く
な
り
、
ま
た
雑
報
も
一
五

号
以
降
は
本
数
が
減
少
す
る
。

時
期
的
な
変
化
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
限
ら
れ
た
紙
面
な
が
ら
も
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
構
成
が
試
み
ら
れ
て
い
る
か

否
か
を
確
か
め
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
最
低
四
つ
の
構
成
要
素
を
も
つ
号
を
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
構
成

と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
す
る
と
、
七
号
ま
で
は
全
て
こ
れ
に
該
当
し
、
記
事
（
平
均
三
件
）、
短
信
（
平
均
四
件
）、
書
評
（
計
七

件
）、
雑
報
（
平
均
五
・
九
件
）、
論
壇
（
五
号
を
除
き
毎
号
一
件
）、
編
集
室
（
七
～
八
号
の
み
計
三
件
）
と
、
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
良
く

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
記
事
四
件
・
雑
報
一
件
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
八
号
以
降
で
は
、
一
〇
号
（
記
事
二
、
短
信
四
、
雑
報
三
、
編
集
室

一
）、
一
二
号
（
記
事
五
、
短
信
一
、
書
評
一
、
雑
報
一
四
、
編
集
室
一
）、
一
三
号
（
記
事
四
、
短
信
一
、
書
評
一
、
雑
報
四
）、
一
六
号

（
記
事
二
、
短
信
一
、
書
評
一
、
雑
報
三
、
編
集
室
二
）、
二
三
号
（
記
事
五
、
短
信
一
、
書
評
一
、
雑
報
三
）、
二
五
号
（
記
事
三
、
短
信
一
、

書
評
三
、
雑
報
六
）
の
計
六
号
だ
け
が
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
九
号
（
記
事
三
、
短
信
六
）、
一
一
号
（
記
事
三
、
書
評
二
）
か
ら
は
、
八
号
の
よ
う
な

記
事
一
辺
倒

の
印
象
を
受

け
る
こ
と
は
な
い
。
短
信
と
書
評
に
一
定
の
字
数
が
割
か
れ
、
そ
れ
な
り
の
存
在
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
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に
考
え
る
と
、
だ
い
た
い
発
行
開
始
か
ら
半
年
前
後
を
境
と
し
て
、
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
の
あ
る
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
構
成
か
ら
、
記
事

が
他
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
構
成
へ
と
変
化
し
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

⑵

署
名
記
事

女
性
の
権
利

を
分
析
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
署
名
記
事
の
存
在
で
あ
る
。

女
性
の
権
利

は
、
確
か
に
エ
ミ
リ
ー
・

ケ
ン
ピ
ン
が
主
筆
を
務
め
た
メ
デ
ィ
ア
に
違
い
な
い
が
、
複
数
の
執
筆
者
を
擁
し
、
通
信
員
を
持
ち
、
投
稿
に
対
応
す
る
な
ど
、
ケ

ン
ピ
ン
自
身
の
著
作
物
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
性
質
を
も
っ
た
公
器
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
署
名
記
事
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

①

記
事
そ
の
他
の
大
部
分
に
は
、
そ
も
そ
も
署
名
が
な
い
。
ご
く
自
然
に
考
え
る
と
、
署
名
の
な
い
記
事
は
ケ
ン
ピ
ン
自
身

の
執
筆
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
五
号
の
無
署
名
記
事

妻
の
夫
婦
財
産
法
に
つ
い
て

な
ど
は
、
ケ
ン

ピ
ン
以
外
の
筆
者
に
よ
る
と
は
想
定
し
が
た
い
の
で
、
さ
し
あ
た
り
無
署
名
=
ケ
ン
ピ
ン
と
考
え
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

②

群
を
抜
い
て
多
い
の
は
、
＊
と
い
う
記
号
を
用
い
た
署
名
で
あ
る
。
＊
は
、
二
～
七
、
一
一
～
一
六
、
一
八
、
一
九
号
の

計
一
四
号
に
計
一
六
件
の
記
事
を
執
筆
し
、
加
え
て
一
〇
号
に
短
信
二
件
、
一
一
号
に
書
評
一
件
、
二
、
一
五
、
二
三
号

の
計
三
号
に
雑
報
を
四
件
執
筆
し
、
さ
ら
に
六
号
で
は
論
壇
に
ま
で
登
場
し
て
い
る
。
記
事
の
総
数
は
九
五
件
（
う
ち
署

名
記
事
は
二
七
件）
）
だ
か
ら
、
＊
の
署
名
の
あ
る
記
事
は
実
に
全
体
の
一
七
％
（
署
名
記
事
の
五
九
％
）
に
も
及
ぶ
。
し
か

も
、
二
号
か
ら
二
三
号
ま
で
と
、
ほ
ぼ
全
期
間
に
登
場
す
る
点
も
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

③

こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、
△
と
い
う
記
号
を
用
い
た
署
名
で
あ
る
。
△
は
、
記
事
一
件
（
一
三
号
）、
短
信
二
件
（
七
、
九
号
）、

書
評
一
件
（
七
号
）、
雑
報
五
件
（
七
、
一
〇
、
一
二
、
一
四
）
を
執
筆
し
て
い
る
。
記
事
が
一
件
し
か
な
い
点
、
七
号
か

ら
一
四
号
ま
で
の
比
較
的
短
い
期
間
に
だ
け
登
場
す
る
点
が
、
＊
と
の
大
き
な
相
違
で
あ
る
。
な
お
、
書
評
お
よ
び
雑
報
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に
登
場
す
る
署
名
は
＊
と
△
だ
け
で
、
他
は
す
べ
て
無
署
名
で
あ
る
。

④

こ
れ
以
外
に

女
性
の
権
利

編
集
部
に
所
属
す
る
者
と
思
わ
れ
る
署
名
が
付
さ
れ
た
記
事
は
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
＋
▽
の

一
件
だ
け
で
あ
る
（
投
稿
・
特
派
員
に
よ
る
記
事
を
除
く
│
後
述
）。
短
信
に
つ
い
て
も
、t.

が
二
回
（
一
、
三
号
）、r.

が

一
回
（
一
号
）、

‑
w‑

が
一
回
（
六
号
）
登
場
す
る
程
度
で
あ
る
。
な
お
、
短
信
に
登
場
す
る
署
名
は
、
＊
と
△
を
加
え
た

五
つ
だ
け
で
、
他
は
す
べ
て
無
署
名
で
あ
る
（
特
派
員
の
短
信
を
除
く
│
後
述
）。

⑤

編
集
室
の
欄
は
、
性
質
上
当
然
、
編
集
部
に
所
属
す
る
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
と
考
え
う
る
が
、
極
め
て
一
般
的
な
内
容

の
も
の
二
件
（
一
〇
、
一
二
号
）
を
除
け
ば
、
名
宛
人
が
あ
る
（
一
六
、
一
七
号
に
計
三
件
）
か
、
署
名
が
あ
る
（
六
、
七
、

一
七
号
に
計
四
件
）。
署
名
はJ.

E.
in

S.

（
六
号
）、D

r.
D.

D

）

.

お
よ
びL.

B.

（
七
号
）、V.

P.
i.

D.

（
一
七
号
）で
あ
る
。

⑥

他
方
、
当
然
な
が
ら
論
壇
は
全
六
回
の
す
べ
て
に
署
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。F.

S.

（
一
号
）、K.

A.

（
二
号
）、St.

in

B
asel

（
三
号
）、M.

B.

（
五
号
）、
＊
（
六
号
）、W.

K.

（
七
号
）。

⑦

こ
れ
に
加
え
て
、
通
信
員
の
執
筆
し
た
記
事
三
件
・
短
信
一
件
が
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
通
信
員
（
一
五
号
）、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
通
信
員
（
二
三
号
）、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
通
信
員
（
二
五
号
）
の
記
事
と
、
（
内
容
的
に
イ
ギ
リ
ス
と
推
定
さ
れ
る
）
通

信
員
の
短
信
（
二
号
）
で
あ
る
。

⑧

最
後
に
、
投
稿
記
事
に
も
署
名
が
あ
る
。M.

L
a
usa

n
n
e

（
一
二
号
）、Zr.

（
一
五
号
）、A

lter
v
o
m
B
erg

e

（
二
六
号
）

で
あ
る
。
題
名
に

あ
る
ス
イ
ス
人
男
性
の
返
答
（D

es
S
c
h
w
eizers

A
nt

w
ort

）

と
記
さ
れ
た
も
の

）
（
一
六
号
）、
署
名

が
な
く

投
稿

と
だ
け
記
さ
れ
た
も
の
（
一
八
号
）、
本
文
冒
頭
でA

u
g
uste

Fic
k
ert

の
投
稿
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
た

も
の
（
二
四
号
）
も
あ
る
。
よ
っ
て
投
稿
に
よ
る

署
名

記
事
は
計
六
件
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
（
投
稿
・
特
派
員
に
よ
る
も
の
を
除
け
ば
）
記
事
・
書
評
・
雑
報
は
、
無
署
名
（
=
ケ
ン
ピ
ン
）
か
、
＊
ま
た

は
△
な
い
し
＋
▽
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
＊
は
ほ
ぼ
全
期
間
に
登
場
す
る
も
の
の
、
二
三
号
の
雑
報
一
件
を
別
に
す
れ
ば
、
一
九
号
の
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記
事
一
件
が
最
後
と
な
る
。
△
は
記
事
が
も
と
も
と
一
件
（
一
三
号
）
し
か
な
く
、
一
四
号
の
雑
報
一
件
を
最
後
に
登
場
し
な
く
な

る
。
▽
は
一
号
の
記
事
一
件
だ
け
で
あ
る
。
短
信
に
は
他
に
三
つ
の
署
名
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
一
～
六
号
と
最
初
期
に
し
か

現
れ
な
い
。
他
方
、
投
稿
記
事
は
一
二
号
か
ら
、
（
二
号
掲
載
の
短
信
を
別
に
す
れ
ば
）
通
信
員
の
記
事
も
一
五
号
か
ら
現
れ
る
。

こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

女
性
の
権
利

は
一
二
～
一
四
号
ご
ろ
を
境
と
し
て
、
編
集
部
の
記
者
た
ち
が
表
舞
台
か
ら
姿

を
消
し
、
投
稿
や
通
信
員
に
よ
る
記
事
が
こ
れ
に
取
っ
て
代
わ
る
。
一
面
の
み
と
い
う
限
ら
れ
た
場
所
の
な
か
で
、
仲
間
内
で
情
報

を
寄
せ
合
う
紙
面
づ
く
り
か
ら
、
よ
り
開
か
れ
た
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
紙
面
へ
と
変
貌
を
と
げ
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
、
二
号
か
ら
二
三
号
ま
で
執
筆
し
続
け
た
＊
の
存
在
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
＊
は
ケ
ン
ピ
ン

の
右
腕
的
存
在
だ
っ
た
と
推
測
し
て
も
、
決
し
て
不
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
二
三
号
に
執
筆
し
た
の
は
雑
報

）
で
あ
り
、
記

事
は
一
九
号
を
最
後
に
執
筆
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
＊
と
言
え
ど
も

女
性
の
権
利

の
変
身
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

⑶

転
載
記
事

署
名
記
事
に
加
え
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
他
紙
か
ら
の
転
載
記
事
で
あ
る
。
現
在
で
は
通
信
社
の
配
信
記
事
は
別
と
し
て

一
般
紙
で
は
珍
し
く
な
っ
た
が
、
当
時
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

）
。
な
お
、
前
節
で
挙
げ
た
通
信
員
の
記
事
・
短
信
は
、

掲
載
本
数
か
ら
考
え
て
専
属
の
通
信
員
を
雇
用
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
の
で
、
む
し
ろ
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
署
名
記
事
よ
り
も

転
載
記
事
に
近
い
か
も
知
れ
な
い
。

①

短
信
の
転
載
は
、
二
～
四
、
六
号
の
計
五
件
で
あ
る
。
出
典
は
、

A
D
F

の
機
関
誌
で
あ
る

N
e
u
e
B
a
h
n
e
n

か
ら

二
件
と
、N

e
u
zeit

D
er

F
ortsc

hritt
V
olk

s
w
a
hl

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
件
で
あ
る
。

②

記
事
の
転
載
は
、L

ose
Blätter

か
ら
抜
粋
で
転
載
さ
れ
た
マ
リ
ー
・
シ
ュ
ト
リ
ト
の

女
性
の
論
理
（F

ra
u
e
n‑
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lo
gik

））

（
一
号
）、

W
ie
n
er

V
olk

ssti
m
m
e

か
ら
転
載
さ
れ
たIr
m
a
v
o
n

T
roll‐

B
orostn

á
ni

の

前
進

（Vor
w
a
¨
rts

）
（
七
号
）、D

e
utsc

h
e
H
a
usfra

u
e
n‐

Z
eitu

n
g

か
ら
実
質
的
に
転
載
さ
れ
たM

in
a
W
ettstein‐

A
d
elt

の

正
当
で
は
な
い
か
?
（H

at
sie

rec
ht?

）
（
九
号
）、

W
o
m
e
n'
s
Jo
urn

al

か
ら
転
載
さ
れ
た

婦
人
参
政
権
を

支
持
す
る
一
〇
の
理
由

（
一
二
号
）、W

ie
n
er

V
olk

ssti
m
m
e

か
ら
転
載
さ
れ
た

女
子
教
育
に
つ
い
て

（
一
三
号
）、

D
o
d
el

の
著
書

A
us

L
e
b
e
n
u
n
d

W
isse

nsc
h
aft

か
ら
の
抜
粋
（
一
四
号
）、
ベ
ル
リ
ン
で
刊
行
さ
れ
たC.

B.
B
rü

hl
の
講
演
の
導
入
部
の
転
載
（
一
七
号
）、Lig
u
e

か
ら
転
載
さ
れ
た

常
に
客
観
的

（
一
七
号
）、

あ
る
ア
メ

リ
カ
の
新
聞

）

か
ら
転
載
さ
れ
た

婦
人
参
政
権
の
賛
否
を
め
ぐ
る
騒
動

（
一
八
号
）、Ö

sterreic
hisc

h
e

L
e
hrerin

n
e
n
zeitu

n
g

に
掲
載
さ
れ
た
講
演
要
旨
を
転
載
し
た

女
子
教
育
に
関
す
る
要
望

）
（
二
一
号
）、Lig

u
e

か
ら
転
載
さ
れ
たL

o
uis

F
ra
n
k

の

男
の
司
法

）
（
二
四
号
）、K

ölnisc
h
e
Z
eitu

n
g

か
ら
転
載
さ
れ
たM

a
n
o
n

R
ola

n
d

没
後
一
〇
〇
年
に
関
す
る
記
事
（
二
五
号
）
の
計
一
二
件
で
あ
る
。

③

外
国
語
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
を
転
載
す
る
際
は
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
っ
そ
翻
訳
も
一
種
の

転
載

と
呼
べ
る
か
も
知
れ
な
い
。

あ
る
ア
メ
リ
カ
女
性
の
生
涯

）

と
い
う
記
事
（
一
九
号
）
に
は
、
原
著
者
名
も
出
典
も
な

い
が
、
英
語
か
ら
の
翻
訳
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

④

転
載

と
は
呼
び
が
た
い
が
、
出
典
が
不
明
な
（
そ
れ
ゆ
え

女
性
の
権
利

記
者
が
直
接
に
記
録
を
取
っ
た
可
能
性
も
ゼ

ロ
で
は
な
い
）
講
演
も
こ
こ
で
数
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
該
当
す
る
の
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
女
性
運
動
に
つ
い
て

）
（
六

号
）、W

arn
er

S
n
o
w

が
シ
カ
ゴ
女
性
会
議
で
講
演
し
た

イ
ギ
リ
ス
婦
人
進
歩
協
会
の
目
標

（
一
四
号
）、G

räfin

B
ülo

w
v
o
n
D
e
n
n
e
w
itz

が
ド
レ
ス
デ
ン
で
講
演
し
た

女
性
は
社
会
で
沈
黙
を
強
い
ら
れ
る

（
二
一
号
）
の
計
三
件

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
短
信
の
転
載
は
二
～
六
号
と
い
う
最
初
期
に
だ
け
見
ら
れ
る

）
の
に
対
し
て
、
記
事
の
転
載
（
翻
訳
・
講
演
記
録
を
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含
む
）
は
一
～
二
五
号
と
ほ
ぼ
全
期
間
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
記
事
に
つ
い
て
よ
り
細
か
く
分
析
す
る
と
、
前

半
（
一
～
一
一
号
）
で
は
計
六
件
な
の
に
対
し
て
、
後
半
（
一
四
～
二
六
号
）
で
は
計
一
〇
件
と
、
明
ら
か
に
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
署
名
記
事
に
つ
い
て
一
二
～
一
四
号
あ
た
り
が
境
目
に
な
る
こ
と
と
一
致
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
通
信
員
お
よ
び
投
稿
に
よ
る
記
事
を
加
味
す
る
と
、
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
る
。
仮
に
一
二
号
を
境
目
と
考
え
る
と
、

一
～
一
一
号
の
計
四
件
（
一
号
あ
た
り
〇
・
三
六
件
）
に
対
し
て
、
一
二
～
二
六
号
は
計
二
一
件
（
一
号
あ
た
り
一
・
四
件
）
へ
と
劇

的
に
増
加
し
て
い
る
。四

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
な
分
析
に
よ
っ
て
、

女
性
の
権
利
（Fra

u
e
n
rec

ht

）

の
い
く
つ
か
の
特
徴
と
変
化
が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

当
初

女
性
の
権
利

は
一
面
紙
な
が
ら
も
記
事
・
短
信
・
書
評
・
雑
報
・
論
壇
な
ど
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
紙
面
構
成
を
と

っ
て
い
た
が
、
論
壇
が
七
号
を
最
後
に
消
滅
、
短
信
も
一
一
号
以
降
は
激
減
、
雑
報
も
一
五
号
以
降
は
減
少
傾
向
を
示
す
な
ど
、
し

だ
い
に
記
事
だ
け
が
突
出
し
た
紙
面
構
成
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
そ
こ
で
記
事
の
執
筆
者
に
注
目
す
る
と
、
全
九
五
件
の
う
ち
ケ
ン

ピ
ン
自
身
の
手
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
五
二
件
で
あ
る
の
に
対
し
、
署
名
記
事
が
一
八
件
、
通
信
員
・
投
稿
・
転
載
・
翻

訳
・
講
演
記
録
な
ど
何
ら
か
の
意
味
で
編
集
部
外
に
著
者
性
を
求
め
う
る
記
事
が
二
五
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
一
号
以
前
と
一
二

号
以
降
で
は
外
部
に
著
者
性
の
あ
る
記
事
が
一
号
あ
た
り
で
四
倍
近
く
も
増
加
し
、
投
稿
記
事
が
一
二
号
か
ら
、
通
信
員
の
記
事
が

一
五
号
か
ら
登
場
す
る
こ
と
、
他
方
で
＊
を
除
く
署
名
が
（
記
事
に
限
ら
ず
）
一
四
号
を
最
後
に
消
滅
す
る
こ
と
か
ら
、

女
性
の
権

利

が
号
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
社
会
的
認
知
度
が
向
上
し
、
よ
り
開
か
れ
た
メ
デ
ィ
ア
へ
と
変
化
し
て
い
く
様
子
が
窺
わ
れ
る

）
。
二
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七
号
以
降
の
独
立
月
刊
紙
へ
の
移
行
は
、
こ
の
よ
う
な
発
展
の
産
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

記
事
中
心
の
紙
面
構
成
と
外
部
性
の
拡
大
は
、

女
性
の
権
利

が
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
公
論
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
う
る
オ
ピ
ニ
オ
ン

紙
へ
と
発
展
し
て
い
く
様
子
を
窺
わ
せ
る
。
主
筆
で
あ
る
ケ
ン
ピ
ン
の
識
見
と
知
名
度
は
、
こ
の
よ
う
な
発
展
を
力
強
く
後
押
し
し

た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、

女
性
の
権
利

が
ま
さ
に
飛
躍
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
時
期
（
二
〇
号
以
降
）
に
署
名
記
事
が
消
滅
し
、
ケ
ン
ピ
ン
が
一

号
平
均
三
・
四
件
も
の
記
事
を
執
筆
す
る
に
い
た
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か

）
。
こ
れ
を
仮

に

よ
り
開
か
れ
た
メ
デ
ィ
ア
へ

と
い
う
変
化
の
方
向
性
と
は
必
ず
し
も
整
合
的
で
は
な
い

ケ
ン
ピ
ン
の
個
人
的
見
解
を
表
明

す
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
紙

へ
の
傾
斜
と
し
て
捉
え
る
ほ
か
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
幅
広
い
視
野
と
卓
越
し
た
先
見
性
が
む
し
ろ
災

い
し
て
孤
立
し
て
い
っ
た
晩
年
の
ケ
ン
ピ
ン
を
予
示
す
る
暗
雲
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

世
紀
末
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の

女
性
と
法

を
め
ぐ
る
問
題
状
況
を
解
明
す
る
糸
口
と
し
て

女
性
の
権
利

の
法
史
的
意
義
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
内
容
面
に
も
踏
み
込
ん
だ
よ
り
緻
密
な
分
析
が
な
お
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、
そ
れ
は
別
の
機

会
に
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

＊
筆
者
が
エ
ミ
リ
ー
・
ケ
ン
ピ
ン
=
シ
ュ
ピ
ー
リ
の
研
究
に
着
手
し
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
頃
で
あ
る
が
、
当
時
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
す
ら
研
究

は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
、
ケ
ン
ピ
ン
を
扱
っ
た
日
本
語
文
献
は
存
せ
ず
、
国
内
で
関
連
文
献
を
所
蔵
す
る
図
書
館
も
殆
ど
な
か
っ

た
。
そ
の
例
外
と
し
て
、
慶
應
義
塾
図
書
館
は
、
ケ
ン
ピ
ン
の
生
涯
と
業
績
の
全
体
像
を
描
く
こ
と
を
試
み
た
デ
ル
フ
ォ
ス
（M

ari‑
a
n
n
e
D
elfosse

）
の
先
駆
的
な
学
位
論
文
を
す
で
に
所
蔵
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
筆
者
の
た
め
に
閲
覧
の
労
を
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

が
、
勝
田
シ
ュ
ー
レ
の
大
先
輩
に
あ
た
る
森
征
一
教
授
で
あ
っ
た
。
森
教
授
の
ご
退
職
を
祝
し
て
、
ケ
ン
ピ
ン
に
関
す
る
小
稿
を
寄
せ
、

多
少
な
り
と
も
学
恩
に
報
い
よ
う
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
1
）

ケ
ン
ピ
ン
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

エ
ミ
リ
ー
・
ケ
ン
ピ
ン
=
シ
ュ
ピ
ー
リ
研
究
序
説
│
没
後
一
〇
〇
年
を
機
に
│

変
動
期
に
お
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け
る
法
と
国
際
関
係

（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）
八
三
頁
以
下
所
収
、
同

法
律
家
と
し
て
の
エ
ミ
リ
ー
・
ケ
ン
ピ
ン
=
シ
ュ
ピ
ー
リ

│
ド
イ
ツ
民
法
典
と
女
性
運
動
を
め
ぐ
っ
て
│

一
橋
論
叢

一
二
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
三
七
頁
以
下
所
収
、
同

晩
年
の
エ

ミ
リ
ー
・
ケ
ン
ピ
ン
=
シ
ュ
ピ
ー
リ

一
橋
法
学

一
巻
一
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
二
五
頁
以
下
所
収
、
同

エ
ミ
リ
ー
・
ケ
ン
ピ
ン

勝
田
有
恒
・
森
征
一
・
山
内
進
編
著

概
説
西
洋
法
制
史

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
三
一
三
頁
所
収
、
同

民
法
典
の
批

判
者
た
ち

勝
田
有
恒
・
山
内
進
編
著

近
世
・
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
学
者
た
ち

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
三
六
二
頁

以
下
所
収
を
参
照
。

（
2
）

筆
者
は
、
こ
の
顕
彰
式
典
を
企
画
し
た
マ
ウ
ラ
ー
（Elisa

b
eth

M
a
u
rer

）
女
史
（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
男
女
同
権
セ
ン
タ
ー
）
の

誘
い
で
、
式
典
に
臨
席
す
る
機
会
を
え
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
式
典
に
先
立
っ
て
ケ
ン
ピ
ン
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://
w
w
w.

k
e
m
pin‐

sp
y
ri.

u
z
h.
c
h/

）
を
立
ち
上
げ
た
が
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
内
外
の
関
連
文
献
を
収
集
し
た
際
、
一

橋
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
（H

E
R
M
E
S‑
I
R

）
か
ら
ケ
ン
ピ
ン
に
関
す
る
筆
者
の
ド
イ
ツ
語
論
文
を
知
り
、
筆
者
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
渡
航
費
用
に
つ
い
て
は
、
一
橋
大
学
二
一
世
紀

C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
革
新
的
研
究
拠

点
│
衝
突
と
和
解

の
資
金
を
活
用
し
た
。

（
3
）E

v
elin

e
H
asler

‥
一
九
三
三
年
、
グ
ラ
ー
ル
ス
（
ス
イ
ス
）
生
ま
れ
。

魔
女
の
ラ
ク
リ
ッ
ツ

な
ど
の
児
童
書
や
、

最
後
の
魔

女
ア
ン
ナ
・
ゲ
ル
デ
ィ
ン

（
島
田
洋
子
訳
、
あ
む
す
く
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
の
歴
史
小
説
・
伝
記
小
説
で
知
ら
れ
る
。
ケ
ン
ピ
ン
の

伝
記
小
説
に
関
し
て
は
、
冒
頭
部
が
拙
稿

晩
年
の
エ
ミ
リ
ー
・
ケ
ン
ピ
ン
=
シ
ュ
ピ
ー
リ

（
註
1
）
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
他
、
小
林

貴
美
子
の
抄
訳

翼
を
も
が
れ
た
女

ス
イ
ス
文
学
研
究
会
編
訳

氷
河
の
滴

（
鳥
影
社
、
二
〇
〇
七
年
）
七
頁
以
下
所
収
が
あ
る
。

（
4
）Pipilotti
R
ist

‥
一
九
六
二
年
、
グ
ラ
ブ
ス
（
ス
イ
ス
）
生
ま
れ
。
夢
見
る
よ
う
な
ビ
デ
オ
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
制
作

な
ど
で
知
ら
れ
る
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
日
本
で
は
、
個
展

か
ら
か
ら

（
二
〇
〇
七
年
一
一
月
～
二
〇
〇
八
年
二
月
、
東
京
・
原
美

術
館
）、
個
展

ゆ
う
ゆ
う

（
二
〇
〇
八
年
七
月
～
一
〇
月
、
丸
亀
市
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館
）
を
開
催
。

（
5
）

本
稿
で
取
り
上
げ
る

女
性
の
権
利

一
～
二
六
号
は
、

チ
ュ
ー
リ
ヒ
・
ポ
ス
ト
（Zu

¨
ric

h
er

P
ost

）

紙
の
附
録
紙
と
し
て
発

行
さ
れ
た
。
な
お

女
性
の
権
利

は
そ
の
後
も
三
七
号
（
一
八
九
四
年
一
一
月
）
ま
で
発
行
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。
二
六

号
ま
で
が
隔
週
刊
・
一
面
・
広
告
無
・
附
録
紙
の
形
態
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
七
号
か
ら
は
月
刊
・
四
面
・
広
告
有
・
独
立
紙
と
い
う

形
態
に
な
っ
て
お
り
、
稿
を
改
め
て
分
析
す
る
こ
と
が
適
切
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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（
6
）

一
九
世
紀
～
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
女
性
運
動
史
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
若
尾
祐
司

近
代
ド
イ
ツ
の
結
婚
と
家
族

（
名
古

屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
お
よ
び
田
村
雲
供

近
代
ド
イ
ツ
女
性
史
│
市
民
社
会
・
女
性
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

（
阿
吽
社
、
一

九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
7
）

ア
ウ
ク
ス
プ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、

民
法
典
の
批
判
者
た
ち

（
註
1
）
を
参
照
。

（
8
）

ア
ウ
ク
ス
プ
ル
ク
は
一
八
九
七
年
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
、
ラ
シ
ュ
ケ
は
一
八
九
九
年
に
ベ
ル
ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ
法
学
博
士
の
学
位
を
取

得
し
て
い
る
。
当
時
ド
イ
ツ
国
内
の
法
学
部
で
は
女
性
の
就
学
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
法
学
を
学
ぼ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
人
女
性
は
、

一
八
八
五
年
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
を
皮
切
り
に
女
性
に
門
戸
を
開
い
て
い
た
ス
イ
ス
各
大
学
の
法
学
部
に
赴
い
た
。
な
お
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学

で
ケ
ン
ピ
ン
が
一
八
九
四
年
夏
学
期
に
開
講
し
た
講
義
の
履
修
者
名
簿
に
は
、
ア
ウ
ク
ス
プ
ル
ク
の
名
前
が
あ
る
。

（
9
）

ち
な
み
に
、
こ
の
急
進
派
に
分
類
さ
れ
る
運
動
家
た
ち
の
動
き
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
急
速
に
愛
国
主
義
の
傾
向

が
強
ま
る
な
か
で
主
流
の
地
位
を
失
い
、
女
性
運
動
内
部
で
孤
立
し
て
い
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

ド
イ
ツ
特
有
の
道

論
は
、
こ
の
現
象
を

も
っ
て
ド
イ
ツ
女
性
運
動
史
の

特
有
の
道

と
捉
え
る
が
、
そ
も
そ
も
歴
史
に
お
い
て

特
有
で
な
い
道

が
あ
る
の
か
と
い
う
根
源

的
な
問
い
に
満
足
な
解
答
が
得
ら
れ
な
い
限
り
、
そ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
効
用
よ
り
も
弊
害
の
方
が
む
し
ろ
多
い
図
式
的
法
則
思
考
の
産

物
と
呼
ぶ
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
女
性
運
動
を
分
析
す
る
際
に
、
個
々
の
構
成
員
の
個
性
に
着
目
す
る
こ
と
な
く
穏
健
派
・
急
進

派
な
ど
と
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
手
法
も
ま
た
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
分
類
の
前
提
と
な
る

女
性
運
動
が
一
枚
岩
で
な
か
っ
た

と
い
う
妥

当
な
事
実
認
識
と
は
裏
腹
に
、
穏
健
派
・
急
進
派
な
ど
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
も
ま
た
決
し
て
一
枚
岩
で
な
か
っ
た
こ
と
を
不
当
に
も
度

外
視
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
様
の
謗
り
を
免
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
10
）

日
本
の
法
制
史
研
究
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
手
法
が
導
入
さ
れ
た
の
は
近
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
先
駆
的
業
績
と
し
て
、
三
成
美

保

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
法
史
学
│
近
代
ド
イ
ツ
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
お
よ
び
同
編
著

ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
比
較
法
史
学
│
近
代
法
秩
序
の
再
検
討

（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
11
）

あ
え
て
周
知
の
事
実
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
一
八
〇
六
年
ま
で
〈
ド
イ
ツ
〉
の

首
都

は
ウ
ィ
ー
ン
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の

こ
と
は

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
何
人
か

と
い
う
有
名
な
問
い
と
関
係
す
る
。
当
人
の
自
意
識
に
照
ら
し
て
み
る
な
ら
ば
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

は
疑
い
な
く
〈
ド
イ
ツ
〉
人
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
〈
ド
イ
ツ
〉
つ
ま
り
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の

首
都

ウ
ィ
ー
ン
に
赴
い
た
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
ウ
ィ
ー
ン
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
国
の
首
都
だ
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
と
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
ど
う
で
も
良
か
っ
た
。
け
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だ
し
、
彼
の
出
身
地
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
は
、
現
在
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
一
都
市
に
す
ぎ
な
い
が
、
当
時
は
独
立
し
た
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司

教
領
で
あ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
と
は
何
の
関
係
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。V

gl.
W
er
n
er

O
g
ris:

W
ar

M
ozart

ein
o
¨
ster‑

reic
hisc

h
er

o
d
er

ein
d
e
utsc

h
er

K
o
m
p
o
nist?

Stellu
n
g
n
a
h
m
e
fu
¨

r
d
e
n
N
ord

d
e
utsc

h
e
n
R
u
n
dfu

n
k
in

d
er

S
e
n
d
u
n
g

K
ultu

r
P
ris

m
a
M
u
sik

a
m9.

O
kto

b
er2

00
4.

（
12
）

も
っ
と
も
、
法
定
財
産
制
と
し
て
夫
婦
別
産
制
を
採
用
す
る
と
い
う
点
（
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
女
性
運
動
が
掲
げ
た
究
極
的
目
標
だ
っ

た
）
だ
け
を
取
り
上
げ
て
言
え
ば
、
す
で
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
一
八
一
四
年
の
一
般
民
法
典
で
実
現
し
て
い
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学

教
授
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
の

民
法
典
と
無
産
階
級

（
一
八
九
〇
年
）
は
ド
イ
ツ
女
性
運
動
に
と
っ
て
、
ベ
ー
ベ
ル
の

婦
人
と
社

会
主
義

に
次
ぐ
バ
イ
ブ
ル
的
作
品
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
法
学
の
地
平
で
は
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
の
圧
倒
的
支
配
に
服
し
て
い
た

一
九
世
紀
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
、
単
に
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
と
エ
ー
ル
リ
ヒ
と
い
う
二
人
の
偉
大
な
革
新
者
を
生
ん
だ

周
縁
部

と
い

う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
法
制
面
・
法
生
活
面
に
お
け
る
そ
の
先
駆
性
を
改
め
て
問
い
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
13
）

一
九
〇
〇
年
の
調
査
時
点
で
、
実
に
一
〇
一
〇
人
の
女
性
弁
護
士
が
い
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
当
時
の
ス
イ
ス
で
は
中
世
以
来
の
伝

統
的
な
シ
ス
テ
ム
が
維
持
さ
れ
て
い
た
た
め
、
法
学
部
卒
業
と
法
学
博
士
号
取
得
は
同
義
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
シ
ス
テ
ム

が
全
く
異
な
る
た
め
、
女
性
弁
護
士
の
数
が
そ
の
ま
ま
女
性
法
学
博
士
の
数
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
14
）

ケ
ン
ピ
ン
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
一
八
八
九
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
（

N
Y
U）
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
も
教
壇
に
立
ち
、
ア
メ
リ

カ
の
大
学
で
法
学
を
講
義
し
た
最
初
の
女
性
と
な
っ
た
。
担
当
科
目
は
ロ
ー
マ
法
と
英
米
法
史
（
！
）
で
あ
る
。
ま
た
、
正
規
科
目
以
外

に
も

女
性
の
た
め
の
法
学
教
室

を
大
学
構
内
で
開
き
、
同
教
室
の
終
了
試
験
合
格
者
に
は
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
入
学
へ
の
道
が
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

（
15
）

ド
イ
ツ
帝
国
諸
邦
で
女
性
に
大
学
入
学
資
格
を
付
与
し
た
の
は
バ
ー
デ
ン
の
一
九
〇
〇
年
が
最
初
で
あ
り
、
一
九
〇
三
年
に
バ
イ
エ

ル
ン
、
一
九
〇
四
年
に
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
一
九
〇
六
年
に
ザ
ク
セ
ン
、
一
九
〇
七
年
に
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
一
九
〇
八
年
に
ヘ
ッ
セ

ン
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
エ
ル
ザ
ス
=
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
と
続
き
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
一
九
〇
九
年
を
も
っ
て
よ
う
や
く
帝
国
全
体
に
広
が

っ
た
。
な
お
、
黒
田
忠
史

法
曹
教
育
・
法
職
就
任
男
女
同
権
化
の
比
較
法
史
（
一
）（
二
）
│
二
〇
世
紀
前
半
の
独
・
日
・
米
に
お
け

る
法
制
度
改
革
を
中
心
に

甲
南
法
学

四
六
巻
四
号
・
四
七
巻
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
16
）

や
や
特
殊
な
例
が
、
ケ
ン
ピ
ン
に
触
発
さ
れ
て
法
律
家
を
志
し
た
ア
ン
ナ
・
マ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ト
で
あ
る
。
も
と
も
と
ド
イ
ツ
生
ま
れ
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の
マ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ト
は
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
市
民
権
を
獲
得
し
た
後
、
ケ
ン
ピ
ン
が
切
り
開
い
た
（
し
か
し
自
ら
は
辿
る
こ
と
の
な
か
っ
た
）

道
を
歩
み
、
一
九
〇
〇
年
に
同
地
で
は
女
性
と
し
て
初
め
て
弁
護
士
免
許
を
取
得
し
た
。
マ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ト
は
ま
た
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ

ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
ス
イ
ス
債
務
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
附
録
と
し
て

ス
イ
ス
債
務
法
関
連
法
規

（
一
八
九
八
年
）
を
執
筆
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
で
、
ケ
ン
ピ
ン
と
同
様
マ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ト
は
、
闘
争
手
段
と
し
て
の
み
法
学
識
を
修
得
し
、
生
計
手
段
と
し
て
法
学
識
を
活

用
す
る
こ
と
を
目
指
さ
な
か
っ
た
当
時
の
他
の
女
性
運
動
家
と
は
一
線
を
画
す
る
。
一
九
一
一
年
に
結
婚
し
た
後
で
運
動
か
ら
身
を
引
い

た
点
も
、
マ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ト
に
お
け
る
女
性
運
動
の
優
先
順
位
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
る
。
と
は
い
え
、
ケ
ン
ピ
ン
の
学
位
論
文
が

第
三
者
の
物
の
売
主
の
責
任

（
一
八
八
七
年
）、
教
授
資
格
論
文
が

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
法
源

（
一
八
九
二
年
）
と
い
う
風
に
全
く

婦
人
問
題
と
の
関
わ
り
を
感
じ
さ
せ
な
い
の
に
対
し
て
、
マ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ト
は
学
位
論
文
で

商
人
女
性
お
よ
び
職
業
婦
人
の
歴
史

（
一
八
九
四
年
）
と
、
当
時
の
女
性
運
動
の
重
要
課
題
に
密
接
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
選
ん
で
い
る
点
は
、
む
し
ろ
他
の
女
性
運
動
家
に

近
い
。
な
お
、
職
業
弁
護
士
と
し
て
の
活
動
内
容
が
主
に
無
産
階
級
女
性
の
国
選
弁
護
で
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
隙
間
を
狙
っ

た
職
業
戦
略
と
捉
え
る
か
、
採
算
度
外
視
の
女
性
運
動
の
一
環
と
捉
え
る
か
、
実
証
的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
17
）

そ
の
一
つ
に
、
共
に
極
め
て
高
名
な
夫
を
持
つ
二
人
の
女
性
カ
ミ
ー
ラ
・
イ
ェ
リ
ネ
ク
と
マ
リ
ア
ン
ネ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
一
九
〇
一

年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
設
立
し
た
協
会
が
あ
る
。

（
18
）

ア
メ
リ
カ
移
住
後
の
ケ
ン
ピ
ン
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
英
米
法
を
学
ぶ
傍
ら
、
貧
窮
者
の
た
め
の

法
律
扶
助
協
会
（A

rbitratio
n

S
ociety

）

を
指
導
す
る
に
至
っ
た
が
、
こ
の
経
験
が

女
性
の
権
利
保
護
協
会

設
立
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

（
19
）

全
ド
イ
ツ
女
性
協
会
（

A
D
F）
は
、
一
八
六
五
年
に
ル
イ
ー
ゼ
・
オ
ッ
ト
ー
=
ペ
ー
タ
ー
ス
と
ア
ウ
グ
ス
テ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
設
立
し
た
団
体
で
、
機
関
誌

新
し
い
進
路
（N

e
u
e
B
a
h
n
e
n

）

を
発
行
し
、

B
G
B編
纂
過
程
で
は
帝
国
議
会
へ
の

請
願
も
行
っ
た
。

A
D
Fは
一
九
一
八
年
に
ド
イ
ツ
女
性
公
民
協
会
（D

St
V

）
へ
と
発
展
的
解
消
を
遂
げ
る
。

（
20
）

例
え
ば
、
有
産
市
民
階
級
の
主
婦
の
利
害
は
、
無
産
階
級
の
職
業
女
性
（
女
中
な
ど
）
の
利
害
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、
両
者

が
相
反
す
る
よ
う
な
場
面
で
は
、
社
会
民
主
党
は
（
社
会
主
義
を
掲
げ
る
党
是
か
ら
し
て
当
然
に
）
後
者
の
立
場
を
擁
護
し
た
。

（
21
）

夫
婦
財
産
法
に
関
す
る
ド
イ
ツ
帝
国
党
の
提
案
は
、
別
の
委
員
会
に
属
す
る
シ
ュ
ト
ゥ
ム
が
起
草
し
た
提
案
を
第
一
二
委
員
会
に
属

す
る
パ
ウ
リ
が
代
弁
す
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
実
質
的
に
は
ケ
ン
ピ
ン
が
起
草
し
た
提
案
で
あ
り
、
し
か
も
当
時
そ
の

こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
っ
た
。
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（
22
）

だ
か
ら
こ
そ
、
管
理
共
同
制
を
法
廷
財
産
制
と
す
る
規
定
に
よ
っ
て
既
婚
女
性
が
事
実
上
の
未
成
年
状
態
に
置
か
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
注
目
を
集
め
、
夫
婦
財
産
法
が

B
G
B草
案
審
議
の
一
大
争
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

B
G
Bに
よ
っ
て
未
婚
女
性
は
男
性
と

完
全
に
等
置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
す
で
に
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
至
る
自
然
法
的
法
典
編
纂
の
時
代
に
ド
イ
ツ
語
圏
で
支
配
的

と
な
っ
て
い
た
法
制
度
を
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
ほ
ど
の
革
新
を
も
た
ら
し
た
訳
で
は
な
い
。V

gl.
B
arb

ara
D
o
¨
le

m
e
y
er:

F
ra
u
u
n
d
F
a
m
ilie

i
m
P
riv

atrec
ht

d
es19.

Ja
h
r
h
u
n
d
erts,

in:
F
ra

u
e
n
in

d
er

G
esc

hic
hte

d
es

R
ec
hts,

h
rs
g.

v.
U
te

G
er‑

h
ard,

M
u
¨

n
c
h
e
n19

9
7,

S.
63
4.

（
23
）V

gl.
B
e
atrix

G
eisel:

P
atriarc

h
ale

R
ec

hts
n
or

m
e
n

u
nterla

ufe
n
.

D
ie

R
ec

htssc
h
utz

v
erein

e
d
er

erste
n

d
e
utsc

h
e
n
F
ra

u
e
n
b
e
w
e
g
u
n
g,

in:
F
ra

u
e
n
in

d
er

G
esc

hic
hte

d
es

R
ec

hts(
w
ie

A
n
m.
2
2),

S.
68
9.

（
24
）

一
九
号
だ
け
は
、
英
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
一
つ
の
記
事
（A

u
s
d
e
m

L
e
b
e
n
ein

er
a
m
erik

a
nisc

h
e
n
F
ra

u

）
が
長
文
の
た
め
、

一
面
に
収
ま
り
切
ら
ず
、
次
面
の
上
六
分
の
一
程
度
ま
で
超
過
し
て
い
る
。

（
25
）

た
だ
し
八
号
で
は
下
六
分
の
一
程
度
を
二
重
線
で
仕
切
っ
て
文
芸
欄
（
太
字
でF

e
ulleto

n

と
の
見
出
し
）
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
記
事
一
件
と
短
評
一
件
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）

短
い
記
事
と
短
信
と
の
量
的
相
違
は
相
対
的
で
あ
る
た
め
、
分
析
の
た
め
に
は
何
ら
か
の
一
意
的
な
分
類
基
準
が
必
要
で
あ
る
。
本

稿
で
は
さ
し
あ
た
り
見
出
し
と
区
切
り
線
と
い
う
外
形
的
基
準
に
依
拠
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
27
）

論
壇
は
、
他
誌
に
掲
載
さ
れ
た

女
性
の
権
利

創
刊
の
広
告
を
読
ん
だ
あ
る
女
性
労
働
者
の
投
稿
を
契
機
と
し
て
、
女
性
の
権
利

義
務
に
関
す
る
知
識
を
広
め
る
場
と
し
て
企
画
さ
れ
た
（
一
号
）
よ
う
だ
が
、
実
際
に
は
大
半
が
短
信
や
雑
報
と
区
別
し
が
た
い
内
容
で

あ
る
。

（
28
）

通
常
な
らB

riefk
aste

n

は

投
書
欄

と
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

女
性
の
権
利

の
本
欄
は
い
わ
ゆ
る
読
者
投
稿
欄
と
は
異

な
っ
て
、
む
し
ろ
編
集
部
か
ら
読
者
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
す
る
場
所
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
た
め
、
さ
し
あ
た
り

編
集
室

と
訳
す
こ
と
に
し
た
。

（
29
）

狭
義
の
署
名
記
事
だ
け
で
な
く
通
信
員
・
投
稿
に
よ
る
記
事
も
こ
の
数
に
含
ま
れ
る
（
著
者
が
明
ら
か
で
も
転
載
・
翻
訳
に
よ
る
記

事
は
こ
こ
に
含
ま
な
い
）。
狭
義
の
署
名
記
事
（
編
集
部
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
る
執
筆
者
に
よ
る
署
名
記
事
）
に
限
る
と
、
総
数
は
一

八
件
、
う
ち
一
六
件
が
＊
、
残
り
が
△
と
＋
▽
の
各
一
件
に
な
る
。
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（
30
）

こ
の

D
r.

と
称
す
る
署
名
は
や
や
気
に
な
る
。
内
容
は
一
四
日
間
チ
ュ
ー
リ
ヒ
を
留
守
に
し
て
い
た
ケ
ン
ピ
ン
（Fra

u
D
r.

E.
K.

）
が
帰
還
し
、
月
曜
日
（
翌
三
月
二
〇
日
?
）
に

あ
な
た
に
（Sie

）

会
う
旨
の
第
三
者
的
な
報
知
だ
か
ら
、D

r.
D.

D.

が
ケ
ン

ピ
ン
本
人
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
あ
る
い
は
、

宛
（A

n

）

を
欠
く
も
の
の
、D

r.
D.

D.
=

Sie

と
考
え
て
、
編
集
部
（
な

い
し
ケ
ン
ピ
ン
本
人
）
か
ら
読
者
（=

D
r.

D.
D.

）
に
宛
て
た
通
信
文
と
考
え
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

（
31
）

こ
の
投
稿
記
事
に
は
見
解
の
一
致
・
相
違
を
示
す
べ
く

編
集
部
の
コ
メ
ン
ト

が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）

雑
報
の
内
容
は
、
毎
週
木
曜
夜
六
時
～
七
時
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
カ
ン
ト
ン
学
校
の
体
育
館
で
婦
人
協
会
の
集
会
が
開
か
れ
て
お
り
、

新
会
員
を
募
集
し
て
い
る
旨
の
告
知
で
あ
る
。

（
33
）

一
〇
号
の
編
集
室
に
は

各
位
、
編
集
部
は
本
紙
記
事
の
転
載
に
際
し
て
出
典
を
明
記
す
る
よ
う
願
い
ま
す

と
あ
る
。
記
事
の
転

載
が
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

（
34
）

抜
粋
と
い
う
こ
と
も
あ
り

女
性
の
権
利

の
記
事
と
し
て
は

W
ie

ein
e
F
ra

u
a
u
s
gin

g,
die

L
o
gik

z
u
s
u
c
h
e
n

と
題
さ

れ
て
い
る
。

（
35
）

こ
れ
で
は
他
紙
に
要
求
し
た
転
載
条
件
（
前
掲
註
33
）
を
満
た
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
36
）E

r
n
st

a
u
s
S
c
h
n
eid

e
m
u
¨

hl:
W
ar
u
m
u
n
d
w
ie

h
at

die
h
o
¨

h
ere

M
a
¨

d
c
h
e
n
sc
h
ule

ih
re

Z
o
¨

glin
g
e
z
u
r
F
u
¨

h
r
u
n
g
ein

es

H
a
u
s
h
alts

v
orz

u
b
ereite

n?

（
37
）

女
性
の
権
利

で
は

Ein
Plaid

o
y
er

fu
¨

r
w
eiblic

h
e
G
esc

h
w
or
n
e

と
題
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）

婦
人
参
政
権
運
動
で
知
ら
れ
る
ル
ー
シ
ー
・
ス
ト
ー
ン
（L

u
c
y
Sto

n
e

）
の
生
涯
が
描
か
れ
て
い
る
。
ス
ト
ー
ン
は
夫
の
姓
（
ブ
ラ

ッ
ク
ウ
ェ
ル
）
を
名
乗
る
こ
と
を
拒
否
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
な
お
、
義
姉
は
一
八
四
九
年
に
ア
メ
リ
カ
女
性
で
最
初
に
博
士
号

（
医
学
）
を
取
得
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
で
あ
る
。
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
一
九
号
は
一
八
九
三
年
九
月
三
日
に
発
行

さ
れ
た
が
、
ス
ト
ー
ン
が
死
去
し
た
の
は
同
年
一
〇
月
一
九
日
で
あ
る
。

（
39
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
婦
人
協
会
設
立
集
会
でO

ttilie
T
u
r
n
a
u

が
述
べ
た
綱
領
を
紹
介
す
る
記
事
だ
が
、
冒
頭
に
付
さ
れ
た
短
い
解
説
を

除
け
ば
、
実
質
的
にT

u
r
n
a
u

の
講
演
記
録
と
言
っ
て
よ
い
。

（
40
）

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
短
信
の
掲
載
そ
の
も
の
が
一
一
号
以
降
は
激
減
す
る
の
で
、
転
載
が
七
号
以
後
な
く
な
る
こ
と
は
特
に
不

思
議
で
は
な
い
。
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（
41
）

一
二
号
の
編
集
室
に
は
、
好
評
の
た
め
寄
稿
が
増
加
し
て
い
る
が
一
面
紙
ゆ
え
に
全
部
は
掲
載
で
き
な
い
旨
の
断
り
が
記
さ
れ
て
い

る
。

（
42
）

実
際
、
署
名
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
計
一
五
号
（
一
～
七
、
一
一
～
一
六
、
一
八
、
一
九
号
）
に
限
っ
て
比
較
す
れ
ば
、
署
名
記
事
一

八
件
（
う
ち
＊
が
一
六
件
）
に
対
し
て
、
ケ
ン
ピ
ン
と
推
定
さ
れ
る
記
事
は
一
七
件
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ケ
ン
ピ
ン

と
記
者
＊
が
と
も
に
一
号
に
つ
き
約
一
件
ず
つ
記
事
を
書
い
て
い
る
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
署
名
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
計
一
一
号
（
八
～
一
〇
、
一
七
、
二
〇
～
二
六
号
）
に
着
目
す
る
と
、
ケ
ン
ピ
ン
は
実
に
三
五
件
も
の
記
事
を
執
筆
し
て
い
る
。
な

お
八
～
一
〇
号
は
不
在
（
註
30
参
照
）
の
埋
め
合
わ
せ
と
考
え
う
る
が
、
ケ
ン
ピ
ン
が
執
筆
に
全
力
を
傾
注
す
る
ほ
ど
他
の
記
事
が
紙
面

か
ら
押
し
出
さ
れ
て
し
ま
う
皮
肉
な
構
図
を
そ
こ
に
見
出
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
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